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■ EdTech ツールの概要

生徒の「個別最適化学習」と先生の「働き方改革」を実現。

（アダプティブラーニング）

● 全国1000校以上に提供！

● 対応書籍は260冊以上！

● 信頼ある出版社の教材をデジタル化！

● AIドリル機能で個別最適化学習を実現！

教科書・問題集・参考書をデジタル化し、生徒・教員双方に新しい学習体験を提供

書籍セット購入価格 一冊当たり550円（税込）～



EdTech導入補助金2022

■ EdTech ツールの概要
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■学校等教育機関の抱える課題

「タブレット・教科書・資料集と持ち物が多くなってしまい、生徒が活動する机の上が煩雑になって
しまい、学習を進めるのに苦労が生じていた。」（先生１）

「教材研究の中でも、黒板に掲示する問題文や図形、グラフなどの作成にかなりの時間を取られてい
た。」（先生２）

「個人でのフィードバックが全体授業では難しく、個々のレベルに合わせた演習が行えなかった。ど
うしても全体の平均を見て、問題のレベル設定を行わざるえないものであった。そのため、成績が上
位層の生徒には解きやすく、下位層の生徒には難解な問題を日々こなしているようすが見られた。」
（先生３）

（生徒の課題）授業で使う教材の量が非常に多く、嵩張る、等など。

1

2

（先生の課題）業務量が多く、生徒個別に学びを提供出来ていない。

【実際の声】
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

その他
・スマホでログインできるので、操作の指導を省ける。
・印刷の手間が減る。
・授業毎に問題を整理できる。
・使えば使うほど苦手がわかり、復習しやすい。

先生はクラス全体に課題を配信。

生徒は家庭で演習を実施・提出。

活用の流れ

先生は生徒の解答・正誤状況をLibry上で確認。
必要に応じた追加課題配信を実施。

「個別最適化学習」と「先生の業務軽減」を実現！

1

2

授業の中で課題を配信し、生徒には家庭で取り組んだノート写真と一緒に

解答結果を提出（送信）してもらいました。

3

生徒が解答結果を入力してくれるだけで、手軽にクラス全体の正答率、個別の正誤状況がわか

るので、個人ごとの情報を基に課題をカスタマイズ＆個別生徒のフォローを行いました（特に

正答率低い生徒へのフォロー、追加課題の提示など）。

活用事例の概要

家庭学習で問題を解かせる上で、授業の内容毎に問題を選んで、出題す
る事ができる。この機能を用いて、習得学習における生徒の「わからな
いところだけを復習する活動」を強化すること、勉強効率を上げた。
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■補助事業において実施したサポート内容

導入研修

サポート内容

導入後の定期サポートミーティング

1

2

導入にあたり、各学校の先生に対してオンライン研修を実施。Libryの基本的な使い方や効果

的な利用方法などをご説明しつつ、質疑応答で導入に向けた懸念点の解消を行った。

3

各学校の先生と定期でミーティングを実施。実際に導入してお困り事が無いかを確認しつつ、

Libryの活用データなどを提示。より学びを促進する方法を提案した。

（随時）問合せ内容への対応

日々発生するトラブルやニーズに対して、担当より随時回答。必要に応じたオンラインサポー

トを実施して解決を行った。
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■ EdTech導入補助金2022における導入実績

【導入実績】
ライセンス発行数・・・2,171名

（生徒1,985名、教師186名分）

●田川市教育委員会

中央中学校、金川中学校、伊田中学校、鎮西中学校、

田川中学校、後藤寺中学校、弓削田中学校、猪位金学園

●東大和市教育委員会

第二中学校、第三中学校

（合計２自治体、１０校）
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■ EdTechツールによる活用効果

授業日以外の曜日でもデジタル教科書を自主的に利
用している生徒がいることが確認された。また、定
期テスト直前の学習時間の増加を確認した。

【量的分析の結果・考察】

つまり「課題１：生徒個別に学びを提供出来ていない」
を解消し、生徒の自主的な学習を支援したと言える。

794人 1203人
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[教員1]教室での授業において、単元が終わった内容の復習問題・演習として
Libryを活用した。また、宿題として範囲を設定し、個々に取り組みを行わせ
た。自主的にデジタル教科書を利用している生徒もおり、生徒自ら活用方法を
広げている様子も見られた。

■ EdTechツールを活用した児童・生徒・教員のコメント感想等

[教員2] 良い点として①様々な問題が収録されていて、各自が自分
に合った問題を選ぶことができ、その問題が単元ごとや難易度ごと
にカテゴライズされていること、②生徒の実施状況や苦手な単元が
先生の端末ですぐに確認することができることの２点が挙げられる

[教員3]１人１台端末のご時世であるので、こういったツールの活用は働き方改革と生徒の学力向上に
ついて相乗的に効果が表れていると感じる。問題文や図形、グラフなどの提示がすぐにでき、教材作
成の時間の短縮や経費の削減につながった。問題集もあるので、その作成分の労力も省けた。

これらの回答結果から、教師の「業務時間」を軽減しながら、「生徒の学習状況や苦手箇所を把握す
る活動」を支援して、生徒の自主的な学習を促進することが出来たと言える。
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■ EdTechツールの導入・運用における課題とその改善策

課題１：個人情報の登録方法

自治体の個人情報保護に対する姿勢が厳密な場合、各学校の生徒情報を弊社の

データベースに登録することが煩雑になりがちであった。今後の課題として、

システムの改良を行い、各学校からの情報登録をスムーズ化することがある。

課題２：各学校のＩＣＴツールの使用制限状況

自治体が情報機器・端末の持ち帰りを禁止しているケースでは、生徒が自宅で

自ら学ぶ為にICTツールが使えない例があった。今後の課題として、ツール導入

前に自宅学習を目的とする「自宅での使用許可」を確認する必要がある。
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社名：株式会社Libry

代表取締役：後藤 匠

設立：2012年5月

所在地：〒101-0032 東京都千代田区岩本町3-9-13 岩本町寿共同ビル 4F

社員数：14名(2023年1月現在)

資本金：200,000,450円(2023年1月現在)

売上高：148,234,325円（22/2月期実績)

＜問合せ窓口＞

株式会社Libry 開発部 リサーチフェロー 佐久間大

MAIL：d.sakuma@libry.jp

■会社概要
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